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統計量：モデルへの適合
線形回帰

単回帰分析と重回帰分析の手法です

立位体前屈データを選びます

①[統計量]-②[モデルへの適合]-③[線形回帰]を選びま

す

ダイアログボックスの④[目的変数（1つ選択）]にて結

果となる変数（影響を受ける変数）をクリックして選

びます

⑤[説明変数（1つ以上選択）]から，原因となる変数

（影響を与える変数）を1つ以上選びます

 ここでは「身長，性別，足背屈角度，体幹屈曲力，体重」を選

んでいます．1つだけ選んだ場合は（単）回帰分析になります

 影響を与えると考える変数はいくつ選んでもよいです

⑥[OK]をクリックします

目的変数＝従属変数

説明変数＝独立変数
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統計量：モデルへの適合
線形回帰 結果

 ①分散分析の結果を見ます

 [F-statistic]で始まる行です．右端のpがp<0.05であれ

ば結果は有意なので②を見ます

 この例では，pが0.05以上です．従って，有意ではないた

め，ここで有意な変数でなかった，ということで終了です

 しかし説明のために，p<0.05であると仮定して進めます

 ②の[Intercept]以外の[Pr]が全てp<0.05であれば③を

見ます

 ここでは足背屈角度がp<0.05です．これが有意な項目と

考えたいのですが，すでに上記①の段階でここは見ない決

まりになっています

 ③の標準(偏)回帰係数で影響の度合いを評価します

 0.7以上ならかなり大きく影響します．0.4以上であれば中

程度影響すると考えてよいでしょう．0.2以下であれば

p<0.05でも影響は僅かです

 ④決定係数（Multiple R-squared），自由度調整済決定

係数（Adjusted R-squared）は0.5以上であれば理想で

すが，絶対的基準ではありません
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